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年次大会長 大平 曜子（兵庫大学） 

酷暑の夏が過ぎ、季節は秋から冬へと移ってまいりました。四季のあることに喜びを感じる一方で、近年

の気候変動に伴う災害の頻発や世界情勢などに心が痛み、未来の不確かさに不安を感じることも多くなりま

した。教育やメディアを取り巻く環境の急速な変化も不安を掻き立てる一つです。子どもたちの安全と平和、

健康な日常を守る大人の責任を強く感じます。 

今年度の日本教育保健学会第 22 回年次大会は、「健康な文化・風土を生きる－教育保健の可能性－」を

大会テーマに、兵庫大学において開催いたします。 

子どもたちの「今」を考えたとき、少子化が進む中、不登校児童生徒数やいじめ認知件数は過去最高とも

称され、貧困、虐待、性的暴力など子どもたちの抱える困難は多様化・複雑化しており、健康な教育環境の

確保がますます重要になっていると思われます。子どもたちが伸び伸びと健康に生活し、学校教育をはじめ

とした健康的な風土の中で育まれることが切に望まれます。子どもも大人もそして、誰にとっても真にウェ

ルビーイングな社会を実現していくことは大切ですが、教育においては、学校教育を中心に据えた、一人ひ

とりが尊重される健康な文化・風土の実現がいっそう重要になると考えられます。 

正解が見つけにくい問題に協力的に取り組む組織文化、先端技術に対するリテラシーを高めるとともに地

域が育んできた伝統や豊かさを大切にする風土など、学校や地域が育んでできた風土とともに、子どもの文

化が育まれ、最大限保証される。子どもたちを取り巻く環境が時代とともに変わっていくことは止められま

せんが、私たちおとなの事情で子どもたちの健全な発達や健康な生活に制約がかかることがないように、子

どもの文化・風土を守り育てていくよう努めなければならないと考えています。会員の皆さまには、未来を

担う子どもたちのために、教育保健の観点から大いに議論を深めていただきたいと願っています。 

年次大会が関西で開催されるのは久し振りと伺い、兵庫大学で開催させていただけることを実行委員一

同、大変光栄に感じております。2025 年３月の開催に向けて、準備に拍車を掛けてまいります。皆様のご

参加を心よりお待ち申し上げております。 

大会テーマ：健康な文化・風土を生きる－教育保健の可能性－ 

日時：2025 年 3 月 1 日（土） ・ 2 日（日） 

会場：兵庫大学（兵庫県加古川市平岡町新在家 2301） 

プログラム概要 

1 日目 大会長講演、教育講演、メインシンポジウム 

2 日目 一般発表（口頭発表）、ランチョンセミナー、特別講演、研究委員会プログラム 

教育講演 「健康と文化をつなぐ人間讃歌の教育保健実践」 

山本万喜雄氏 (聖カタリナ大学特任教授／愛媛大学名誉教授) 
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特別講演 「“身体からこころへ”Well-being から学校の健康経営を考える」 

朽木勤氏 (兵庫大学教授) 

参加費 

会員・当日会員 5,000 円 （講演集含む），教職員     3,000 円 （講演集含む） 

大学院生    2,000 円 （講演集含む），学生      1,000 円 （講演集含む） 

※教職員は、後援予定先(兵庫県内)の現職(臨時講師も含む)の先生を対象としています。  

 参加申込の締め切り   2025 年 2 月 14 日（金） 

 

振込先 

日本教育保健学会 二ホンキョウイクホケンガッカイ 

ゆうちょ銀行の場合： 普通預金 【記号】10100 【番号】72582331 

他の金融機関の場合：【店名】〇一八 【店番】018 普通預金 【口座番号】258233 

 ※ 手数料金は別途お支払いください。 

 

一般発表の申込について 

一般発表申込の締め切り 2024 年 12 月 20 日（金） 

抄録原稿の締め切り   2025 年 1 月 17 日（金） 

発表用データの締め切り 2025 年 2 月 21 日（金）希望者のみ 

 

会場アクセス 

 最寄駅⇒JR 東加古川駅（大阪・神戸・姫路から 1 時間以内） 

JR 東加古川駅からスクールバスの利用可能（1 日目のみ） 

JR 東加古川駅から徒歩約 12 分 

第 22 回年次大会事務局 

兵庫大学  〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家 2301 

TEL : 079-427-5111（代表） FAX : 079-427-5112 

事務局長   米野 吉則 （兵庫大学） 

演題 「包括的性教育に向かう文化と風土」 

講師 浅井 春夫 氏（立教大学名誉教授） 

《趣旨》 このたびは、「日本教育保健学会研究委員会フォーラム」と「兵庫大学健康システム学科リカレ

ントセミナー」の合同で企画しました。この 1 月フォーラムは「日本教育保健学会第 22 回年次

大会」の一貫で、兵庫大学にて開催いたします。大会テーマである「健康な文化・風土を生きる

－教育保健の可能性－」に結びつく内容です。 

 皆様には、ぜひご参加いただき、活発な議論ができることを期待しております。 

《日時》 2025 年 1 月 11 日（土） 14：00 ～ 16：30 

《会場》 兵庫大学（兵庫県加古川市平岡町新在家 2301） 

      ※会場の詳細および ZOOM 情報は、後日、ご連絡いたします。   

《主催》  日本教育保健学会第 22 回年次大会実行委員会 

日本教育保健学会 2024 年度 1 月フォーラムのお知らせ＜参加費 無料＞ 

２ 



 《お問い合わせ》第 22 回年次大会事務局 

兵庫大学  〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家 2301 

TEL : 079-427-5111（代表） FAX : 079-427-5112 

事務局 米野吉則  e-mail：jahe22hyogo@gmail.com 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

日本教育保健学会 ２０２４年度 第１回フォーラムの報告 

 

日 時 ２０２４年９月２８日（土）１３：００～１６：００ 

講 師 昭和薬科大学教授 吉永真理先生 

テーマ 子どもにやさしいコミュニティーとは 

場 所 日本体育大学深沢校舎 （ハイブリッド） 

  今回の講師である吉永真理氏は，「ユニセフ アジア太平洋地域 子どもにやさしいまち会議」への参加の

ために直前まで中国へ行かれており，帰国されたばかりでした．フォーラムでは，その様子も踏まえて報告

されました．私は対面で参加しましたので，その様子をご報告いたします． 

 講演は，「子どもにやさしいまちとは？どんなことを想像しますか？」と今回のフォーラムのテーマでも

ある問いかけから始まり，さまざまな意見が共有されました．また，「あなたのまちは子どもにやさしいで

すか？それはどんなところでしょうか？」，「子どもにやさしいまちを考えた時に，思い浮かべた子どもはど

んな子どもですか？」との問いかけから，近所の子どもを思い浮かべる人が少ないことや，子どもとそれを

見守る大人といった関わりが減っている現状が指摘されました．一方で，子どもにやさしいまちは災害復興

に強いことも指摘されました．実際，東日本大震災では，移動式遊び場（プレイカー）や子どもセンターな

ど子どもを中心とした復興やその機会に子どもの参画を進めることも有効であることが紹介されました． 

 また，子どもの参画についても取り上げられました．その例として，子どもたちが自身で遊具や配置を考

え，空き地を公園にする取り組みが紹介されました．子どもたちは他の公園に調査に行き，実際に遊んだ

り，公園の模型を作ったりし，実際に遊具が作られた後にはプレゼンをしに海外にも行ったそうです．これ

に参加した子どもは，自己効力感や地域に貢献したいという気持ちが高いとのデータも示されました．こう

いった取り組みを積極的に行うのは住民が主体のまちであり，そのまちで育った子どもは未来のまちづくり

の担い手になりうると指摘されました． 

最後に，吉永氏の思う「子どもにやさしいまちとは？」の答えは，「子どもの意見が重要視されていて，そ

れが真ん中にあり，大人が子どもの意見をまず聞くコミュニティ」であると話されました．また，理想は，

子どもの意見を聞いたからには実現しようと社会が動くコミュニティであるとも話されました．「ユニセフ 

アジア太平洋地域 子どもにやさしいまち会議」では，大人がとても真剣に話を聞くため，子どもが張り切

って話す様子が見られたそうです．この講演を通して，私もそんな「子どもにやさしいまち」が理想だなと

思いましたし，今回の講演で学んだことを活かし，そういったまちをつくる大人の一員として貢献していき

たいと感じました．                          （小栗亜海・日本体育大学） 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

事務局より 2024 年の年会費納入のお願い 

事務局からお願いがございます.学会からの郵便物が届かない会員の方が散見されます.郵便物が届いてい

ない会員の方は，事務局までご連絡をお願いいたします．また，会費を未納されている会員の人数も増えて

おり，学会の運営に支障が出ております．2024 年の会費は，12 月末までに納入いただきますようお願い

いたします．年会費を電信扱いにて納入される場合は，｢会員氏名と納入される年会費｣をご入力ください． 

郵便振替口座：00170 – 9 – 451310 

他金融機関からの振込：〇一九（ゼロイチキュウ） 当座 0451310 

加入者名：日本教育保健学会 

［事務局］〒２４３-０２９２ 

神奈川県厚木市下荻野 1030 神奈川工科大学内 

     日本教育保健学会 事務局 欠ノ下郁子 

TEL: 0４６-２０６-０２５８（研究室直通） 

e-mail：office@educational-health.jp 

編集：広報委員会 

（鎌田克信：東北福祉大学） 

TEL/FAX: 022-３０１-１１４３（研究室直通） 

e-mail：k-kamada@tfu..ac.jp 
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